
69

こんどは、 まごが おばあさんを ひっぱって、おばあさんが おじいさんを ひっぱって、 
おじいさんが かぶを ひっぱりました。 
「うんとこしょ、 どっこいしょ。」
やっぱり かぶは ぬけません。

いぬが ねこを よんできました。
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まごは いぬを よびました。 こんどは いぬが まごを ひっぱって、まごが おばあさんを ひっぱって、　
おばあさんが おじいさんを ひっぱって、 おじいさんが かぶを ひっぱりました。
「うんとこしょ、 どっこいしょ。」
まだまだ かぶは ぬけません。 

「こんやは かぶの スープに しよう。」 
おじいさんが いいました。 
そうして あまくて おいしい かぶのスープを みんなで なかよく たべました。 

おじいさんは そのたねを にわに うえました。 
「おおきな おおきな かぶに なあれ。」 
「あまい あまい かぶに なあれ。」 
おじいさんが まいにち みずを やると かぶは みたこともないくらい おおきく そだちました。 

あるひ おじいさんが、
おおきくて あまい かぶが できるという たねを もらいました。 
あるひ おじいさんが、
おおきくて あまい かぶが できるという たねを もらいました。 
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こんどは ねずみが ねこを ひっぱって、 ねこが いぬを ひっぱって、 いぬが まごを ひっぱって、 
まごが おばあさんを ひっぱって、おばあさんが おじいさんを ひっぱって、 
おじいさんが かぶを ひっぱりました。 
「うんとこしょ、 どっこいしょ。」「うんとこしょ、 どっこいしょ。」 

おじいさんは おばあさんを よんできて、 てつだって もらうことに しました。 
「まあ、 これは これは、 おおきな かぶ ですねえ。」

こんどは ねこが いぬを ひっぱって、 いぬが まごを ひっぱって、 
まごが おばあさんを ひっぱって、 おばあさんが おじいさんを ひっぱって、 
おじいさんが かぶを ひっぱりました。 
「うんとこしょ、 どっこいしょ。」  それでも　かぶは　ぬけません。 

おばあさんは、まごむすめを よびました。 
「なんて おおきな かぶ かしら。」 
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おじいさんは たいへん よろこんで、 かぶを ぬこうとしました。 
「うんとこしょ、 どっこいしょ。」
しかし かぶは おおきすぎて、 ひとりでは ぬくことが できません。 

とうとう かぶが ぬけました。 
みんなは てを たたいて おおよころび です。 
                 

こんどは おばあさんが おじいさんを ひっぱって、 おじいさんが かぶを ひっぱりました。
「うんとこしょ、 どっこいしょ。」
けれども かぶは ぬけません。 

ねこが ねずみを よびました。


